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2月号の主な内容

秋名・幾里　夜間歩こう会
　昨年から秋名集落県道沿いで、開花に合わ

せて夜間ライトアップされているヒカンザク

ラ。今年は手作りの提灯を持って夜桜を見物

に行くイベントが秋名・幾里青年団主催で企

画されました。（詳細は２ページ）
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　１月２８日に秋名集落県道沿いにあるヒカンザク
ラがライトアップされました。当日は点灯セレモ
ニーも行われ、約１００人の見物客が幻想的な夜桜
を楽しみました。この取り組みは秋名・幾里集落の
有志で組織する「秋幾農業創生塾」が昨年より桜の
開花時期に合わせて実施。２月１２日まで雨天時を
除き午後６時半から午後９時まで行われました。　
　また、２月３日には夜桜ライトアップの時間に合
わせて秋名・幾里青年団主催による夜間歩こう会が
行われました。参加者１２６人が秋名コミュニティ
センターを出発し手作りの提灯を持って、約 1 キ
ロの道のりを歩き、ライトアップされた夜桜を楽し
みました。歩こう会終了後、参加者にはぜんざいが
ふるまわれました。

秋名集落
夜桜ライトアップ

芦花部トンネルを抜け秋名集落県道沿い

▲

バショウで作られたランプ

秋名コミュニティセンター前
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大勝桜祭り
　２月５日に大勝公民館にて大勝桜祭りが行われま
した。第 1 部が午後１時からフリーマーケットや
出店など。第２部が午後６時から漫才やライブ演奏
などが行われ、多数の来場者でにぎわいました。
　また、会場には大勝集落内の桜のスポットを歩く
大勝さくらウォーキングコースも紹介され、訪れた
人たちは旬のヒカンザクラを堪能しました。

エラブチ剛とカッペラーズによるコラボライブ

島口漫才コンビ「ワンジー」

ＧＯ！トビンニャーズ

Ｋｉｔｔｅｎ　Ｂｌｕｅ

じゃんけん大会

出店には行列が出来ました
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　昭和２４年１月２６日に法隆寺金堂壁画が焼損し
たことから、毎年この日は文化財防火デーと定めら
れました。龍郷町ではりゅうがく館前の高倉から出
火した想定で防火訓練を実施。町内消防団員などの
参加者は連携して訓練に励み、災害に備え防災意識
を高めました。

１月２６日は
「文化財防火デー」

高倉へ放水訓練を行う消防隊員

Tatsugo  Town  Topics

~ 最近の「まちの話題」~
　「TATSUGO　TOWN　TOPICS」では、たつごうに関する話題

を紹介します。町民の希望と笑顔いっぱいのシーンをご覧ください。

　読者の皆様からの情報提供もお待ちしています。

　　龍郷町役場総務企画課　　メール koho@town.tatsugo.lg.jp

☎ 0997-69-4512　FAX0997-62-2535

龍郷町の人口
平成 29 年 1 月末現在

世帯数
人　口

男
女

前月比

3,009
6,053
2,941
3,112

　+2
　+6
　+6
　0

▲

　歴史に学ぶ奄美の食文化研修会が１月２８日に
りゅうゆう館で開かれました。食育シニアアドバイ
ザーの原口泉さんを講師に招き、「西郷どんと奄美
の郷土食」をテーマに講演を行い、「これからは食
べ物を送るのではなく、その土地に人が食べに行く
時代が来る。奄美にはリピーターを作る力があり、
来て味わってもらうために知恵を出さないといけな
い。」と語りました。

歴史に学ぶ
奄美の食文化研修会

奄美の食文化について語る原口さん

▲

①

②

③

④⑤
⑥

⑦

　会場には龍郷町生活研究グループによる郷
土料理も展示されました。

①鶏飯

②豚骨野菜（煮物）

③モズク酢

④かしゃもち・くじらもち

⑤ふーまむ（そら豆）のすぃき

⑥黒糖

⑦ゆで落花生
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・一般質問（５名が登壇）・・・・・      ６～１０ページ
・議決結果   ・・・・・・・・・・・    　  　１１ページ

龍郷町

議会だより
発行 /龍郷町議会

編集 /議会だより編集委員会

〒 894-0192

大島郡龍郷町浦 110 番地

ＴＥＬ 0997-62-3111（内線 155）

ＦＡＸ 0997-62-2535

平成２８年第４回定例会

第１７３号

　龍郷町立戸口小学校（晨原弘久校長）の６年生８名と担任の谷之口祐樹先生

が、議会開会日の１２月１３日（火）に傍聴に訪れました。この日は議員５名

の一般質問があり、児童たちは議員と当局のやり取りについて熱心に耳を傾け

ました。また、休憩中には議場にも入り、厳かな雰囲気を肌で感じました。
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問　

　

荒
波
へ
き
地
保
育
所
の
時
間

延
長
・
対
象
児
の
引
き
下
げ
・

奄
美
市
芦
花
部
児
童
の
受
け
入

れ
に
つ
い
て
。

　

答
（
町
長
）

　

秋
名
保
育
所
で
の
保
育
時
間

は
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
、

て
は
、
単
独
で
の
設
置
は
困
難

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

現
在
、
行
政
改
革
の
一
環
と
し

て
組
織
機
構
の
見
直
し
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
他
課
と
の
再

編
統
合
や
適
正
な
職
員
配
置
に

つ
い
て
検
討
し
、
平
成
29
年
度

か
ら
対
処
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

問　

　

来
年
11
月
９
日
に
任
期
が
切

れ
る
町
長
の
進
退
に
つ
い
て
。

川畑 信一 議員

も
の
と
し
て
の
最
大
の
責
務
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
今
後
も

継
続
し
て
町
民
の
融
和
の
も
と
、

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
私
心

を
捨
て
て
、
誠
心
誠
意
努
力
し

て
参
り
た
い
と
決
意
を
新
た
に

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

問　

　

近
年
で
の
町
長
は
、
一
期
毎

交
代
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
が

龍
郷
町
の
発
展
の
阻
害
に
な
っ

て
い
る
、
継
続
し
て
町
長
の
職

務
に
つ
い
て
、
町
の
発
展
の
た

め
、
町
民
の
た
め
に
働
い
て
ほ

し
い
。

　

答
（
町
長
）

　

こ
こ
16
年
ほ
ど
は
、
毎
期
ご

と
に
ト
ッ
プ
が
代
わ
っ
て
い

る
。
一
期
で
は
や
り
た
い
こ
と

は
出
来
ず
、
出
来
る
の
は
二
期

目
か
ら
だ
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
町
民
の
皆
様
方
の
ご
理
解

と
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

対
象
児
童
年
齢
は
、
３
歳
児
か

ら
５
歳
児
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

荒
波
地
区
に
は
認
可
保
育
所

が
無
く
、
共
働
き
世
帯
に
お
い

て
は
大
変
不
便
を
お
か
け
し
て

い
る
と
認
識
し
て
お
り
、
利
用

者
の
意
見
を
踏
ま
え
て
検
討
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
奄

美
市
芦
花
部
の
児
童
の
受
け
入

れ
に
つ
い
て
で
す
が
、
申
し
込

み
が
あ
れ
ば
広
域
入
所
の
手
続

き
を
踏
ん
で
入
所
で
き
ま
す
。

　

問　

　
「
西
郷
ど
ん
」
な
ど
で
観
光

者
増
加
に
伴
う
受
け
入
れ
体
制

と
し
て
、
観
光
課
設
置
に
つ
い

て
。

　

答
（
町
長
）

　

現
在
、
本
町
に
お
き
ま
し
て

は
産
業
振
興
課
に
商
工
・
観
光

担
当
者
を
１
名
配
置
し
他
業
務

と
の
兼
務
に
よ
り
観
光
行
政
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

観
光
課
の
設
置
に
つ
き
ま
し

　

答
（
町
長
）

　

町
長
に
就
任
以
来
、
３
年
が

経
過
い
た
し
、
若
者
が
夢
と
希

望
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
、
高

齢
者
が
生
き
が
い
と
安
ら
ぎ
を

持
っ
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
に
向
け
て
精
一
杯
努
力

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
本
町
を
取
り
巻
く
状

況
を
見
ま
す
と
、
奄
振
事
業
の

延
長
問
題
や
奄
振
交
付
金
の
拡

充
、
地
方
創
生
に
よ
る
地
域
間

競
争
の
波
、
世
界
自
然
遺
産
登

録
に
向
け
て
の
継
続
的
な
取
り

組
み
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
新
規
路
線
就

航
や
大
河
ド
ラ
マ
「
西
郷
ど
ん
」

の
放
映
に
よ
る
経
済
波
及
効
果

な
ど
奄
美
群
島
の
振
興
発
展
に

と
っ
て
、
千
載
一
遇
の
機
会
が

到
来
し
て
お
り
、
龍
郷
町
の
将

来
を
左
右
す
る
極
め
て
重
要
な

時
期
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

　

従
い
ま
し
て
、
こ
の
よ
う
な

状
況
の
中
、
道
半
ば
の
課
題
に

果
敢
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

引
き
続
き
町
政
を
担
う
こ
と
こ

そ
が
、
現
在
の
町
政
を
預
か
る

観
光
体
制
に
つ
い
て

荒
波
へ
き
地
保
育
所
の
件
に
つ
い
て秋名保育所の外観

物産展の様子

町
長
の
進
退
に
つ
い
て



7　広報たつごう

　

問　

　

現
在
、
町
内
優
先
の
指
名
、

入
札
の
状
況
は
ど
の
よ
う
に
進

め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

　

答
（
町
長
）

　

指
名
推
薦
委
員
会
に
お
い
て

指
名
業
者
の
推
薦
を
行
っ
て
お

り
、公
平
性
を
確
保
し
た
上
で
、

町
内
業
者
を
優
先
的
に
指
名
し

て
い
る
が
特
殊
な
技
術
等
を
要

す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
町
外

業
者
を
含
め
た
指
名
推
薦
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

問　

　

業
者
育
成
に
つ
い
て
の
内
容

と
進
行
に
つ
い
て
。

　

答
（
町
長
）

　

工
事
の
受
注
機
会
を
与
え
る

た
め
極
力
分
割
発
注
を
し
て
お

り
、
発
注
者
、
請
負
業
者
そ
れ

ぞ
れ
工
事
請
負
契
約
を
締
結

し
、
法
令
遵
守
、
工
程
表
、
施

工
計
画
書
の
書
類
上
の
確
認
を

行
い
疑
義
が
生
じ
た
場
合
は
監

督
職
員
と
協
議
し
指
示
に
従
い

工
事
施
工
す
る
よ
う
指
導
し
て

い
る
。

　

問　

　

全
国
的
に
も
急
激
に
進
む
人

口
減
少
と
高
齢
化
の
中
で
、
龍

郷
町
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
振

興
を
目
指
し
て
い
る
の
か
。

　

答
（
町
長
）

　

平
成
27
年
度
の
国
勢
調
査
の

数
値
で
は
、
平
成
22
年
度
と
比

較
し
て
人
口
が
２
６
９
人
減
少

し
て
お
り
、
65
歳
以
上
の
高
齢

化
率
が
32
％
で
三
人
に
一
人
が

65
歳
以
上
と
い
う
状
況
で
す
。

世
界
自
然
遺
産
登
録
、
大
河
ド

ラ
マ
「
西
郷
ど
ん
」
な
ど
で
、

本
町
に
と
っ
て
チ
ャ
ン
ス
も
存

在
し
ま
す
。
観
光
客
の
受
入
れ

体
制
整
備
や
町
内
産
の
１
次
産

品
、
２
次
加
工
品
等
の
生
産
拡

大
や
６
次
産
業
化
、
さ
ら
に
は

特
色
あ
る
特
産
品
で
あ
る
焼
酎

や
大
島
紬
の
販
売
促
進
の
必
要

な
施
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

問　

　

本
町
の
子
育
て
支
援
と
産
業

振
興
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の

か
。

　

答
（
町
長
）

　

子
育
て
世
帯
が
転
入
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

多
子
世
帯
の
保
育
料
の
軽
減
な

ど
の
子
育
て
支
援
を
し
、
本
町

な
ら
で
は
の
歴
史
や
伝
統
文
化

を
活
か
し
た
、
観
光
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
造
成
、
特
産
品
開
発
に
よ

る
地
域
産
業
お
こ
し
な
ど
の
振

興
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

問　

　

地
方
創
生
の
要
は
「
人
づ
く

り
」
に
あ
る
と
思
い
ま
す
が
。

　

答
（
町
長
）

　

龍
郷
町
創
生
総
合
戦
略
に
お

き
ま
し
て
は
、「
稼
ぐ
人
材
や

企
業
の
育
成
と
集
積
」
を
基

本
目
標
の
ひ
と
つ
と
し
て
お

り
「
人
材
育
成
」
が
地
方
創
生

の
要
に
な
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

　

問　

　

今
年
度
は
３
名
の
保
育
士
の

採
用
が
内
定
し
て
い
ま
す
が
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
ま
す
と
年

齢
が
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
現

保
育
士
と
の
年
齢
差
が
か
な
り

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の

空
白
を
ど
の
様
に
考
え
て
い
る

の
か
。

　

答
（
町
長
）

　

町
内
に
お
い
て
認
可
保
育
所

２
か
所
、
へ
き
地
保
育
所
３
か

所
が
あ
り
、
正
職
員
16
名
、
臨

時
職
員
13
名
の
保
育
士
を
配
置

し
て
い
ま
す
。
新
規
採
用
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、
ベ
テ
ラ
ン
の

保
育
士
か
ら
保
育
に
関
わ
る
専

門
知
識
や
技
能
を
継
承
で
き
る

た
め
、
保
育
の
質
の
向
上
が
図

ら
れ
も
の
と
考
え
て
お
り
、
今

後
、
民
間
保
育
所
の
動
向
や
行

政
改
革
と
の
関
連
性
を
考
慮
し

な
が
ら
、
本
町
に
お
け
る
保
育

平岡 馨 議員

行
政
の
方
向
性
を
見
定
め
た
う

え
で
、
計
画
的
な
保
育
士
の
採

用
と
人
員
配
置
に
つ
い
て
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
内
に
お
け
る
公
共
事
業
の

指
名
、
入
札
の
在
り
方
に
つ
い
て

地
方
創
生
に
つ
い
て

保
育
所
に
お
け
る

職
員
環
境
に
つ
い
て

瀬留学童保育の様子
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問　

　

現
在
ま
で
の
複
式
簿
記
へ
の

取
り
組
み
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。　

　

答
（
町
長
）

　

国
が
平
成
27
年
度
に
「
統
一

的
な
基
準
に
よ
る
地
方
公
会
計

マ
ニ
ュ
ア
ル
」を
取
り
ま
と
め
、

財
務
書
類
の
作
成
手
順
や
資
産

の
評
価
方
法
、
固
定
資
産
台
帳

の
整
備
手
順
、
連
結
財
務
書
類

の
作
成
手
順
及
び
財
務
書
類
等

の
活
用
方
法
が
示
さ
れ
、
平
成

28
年
度
決
算
分
か
ら
作
成
す
る

必
要
が
あ
り
、
現
在
作
成
へ
向

け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

問　

　

港
湾
の
土
砂
堆
積
の
状
況
と

今
後
の
対
応
は
。

　

答
（
町
長
）

　

今
年
度
、
補
助
事
業
で
採
択

さ
れ
た
龍
郷
漁
港
４
地
区
に
お

け
る
泊
地
航
路
の
現
況
調
査
を

実
施
し
ま
す
が
、
他
地
区
の
港

湾
漁
港
に
つ
き
ま
し
て
は
、
補

助
事
業
と
し
て
の
採
択
要
件
に

該
当
せ
ず
、
調
査
を
す
る
に
あ

た
っ
て
は
単
独
事
業
で
の
調
査

が
必
要
と
な
り
浚
渫
が
必
要
な

場
合
は
、
多
く
の
財
源
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
今
後
の
検

討
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

問　

　

入
札
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

　

答
（
町
長
）

　
「
指
名
基
準
に
関
す
る
要
綱
」

に
基
づ
き
、
建
設
工
事
の
種
類

ご
と
に
、
そ
の
工
事
の
金
額
の

区
分
に
応
じ
て
参
加
業
者
の
格

付
け
を
お
こ
な
っ
て
、
工
事
場

所
の
地
域
性
、
業
者
の
経
営
状

況
、
信
用
度
、
手
持
ち
工
事
量
、

技
術
的
な
適
正
等
を
勘
案
し
な

が
ら
公
平
公
正
な
指
名
推
薦
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

問　

　

戸
口
～
田
雲
線
の
橋
梁
の
計

画
の
予
定
は
。

　

答
（
町
長
）

　

昭
和
56
年
度
か
ら
県
代
行
事

業
と
し
て
道
路
改
良
舗
装
工
事

に
着
手
し
、
平
成
７
年
度
ま
で

に
２
，
６
８
０
ｍ
を
完
成
、
残

り
の
未
改
良
区
間
に
つ
き
ま
し

て
、
字
の
混
乱
地
域
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
事
業
を
進
め
る

こ
と
が
困
難
と
な
り
、
や
む
を

得
ず
町
へ
引
き
継
が
れ
て
お

り
、
現
在
も
地
籍
調
査
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
橋
梁

の
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
接

続
す
る
奄
美
市
管
理
の
崎
原
線

と
も
関
連
し
ま
す
の
で
協
議
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

問　

　

電
子
黒
板
の
普
及
状
況
と
問

題
点
は
。

　

答
（
教
育
長
）

德永 義郎 議員

　

現
在
電
子
黒
板
の
普
及
に
つ

い
て
は
平
成
26
年
度
に
円
小
学

校
に
３
台
導
入
、
本
年
度
は
大

勝
小
学
校
へ
３
台
を
予
定
し
て

お
り
、
今
後
と
も
各
学
校
か
ら

の
要
望
等
に
基
づ
き
、
順
次
整

備
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
、
問
題
点
と
し
て
は
導

入
し
て
い
る
学
校
か
ら
は
「
特

に
あ
り
ま
せ
ん
」
と
報
告
を
う

け
て
お
り
ま
す
。

　

問　

　

土
曜
授
業
の
現
状
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　

答
（
教
育
長
）

　

主
な
土
曜
授
業
の
内
容
と
し

て
は
、教
科
授
業
や
学
校
行
事
、

体
験
活
動
、
合
同
学
習
な
ど
実

施
、
特
に
学
校
行
事
等
の
実
施

に
つ
い
て
は
、
平
日
実
施
よ
り

も
効
率
的
時
数
を
確
保
で
き
平

日
の
授
業
が
よ
り
充
実
し
、
学

力
向
上
に
繋
が
る
も
の
と
期
待

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
学
校

と
家
庭
と
地
域
が
一
体
と
な
っ

た
教
育
環
境
づ
く
り
に
努
め
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

財
政
の
運
営
に
つ
い
て

公
共
事
業
の
あ
り
方
や

観
光
事
業
と
の
バ
ラ
ン
ス

教
育
行
政
に
つ
い
て

戸口～田雲線の様子

戸口港を望む
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問　

　

農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
構
想
の

具
体
案
及
び
予
算
措
置
を
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

　

答
（
町
長
）

　

龍
郷
町
の
農
業
の
現
状
を
分

析
し
、本
町
に
見
合
っ
た
規
模
・

内
容
を
検
討
す
る
た
め
に
、
現

在
、
他
市
町
村
の
農
業
研
修
施

設
や
、
加
工
施
設
の
現
状
や
課

題
等
の
情
報
を
収
集
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
予
算
措
置
に
つ

き
ま
し
て
は
、
今
後
、
協
議
会

を
立
ち
上
げ
、
関
係
機
関
等
と

協
議
を
し
て
い
く
中
で
、
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

問　

　

サ
ト
ウ
キ
ビ
農
家
の
所
得
向

上
措
置
は
。

　

答
（
町
長
）

　

関
係
機
関
と
連
携
・
協
議
し

サ
ト
ウ
キ
ビ
農
家
に
耳
を
傾
け
、

必
要
経
費
の
助
成
を
図
る
な
ど
、

農
家
所
得
の
向
上
へ
繋
が
る
取

り
組
み
を
、
模
索
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

問　

　

サ
ト
ウ
キ
ビ
農
家
の
所
得
向

上
を
図
る
為
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
料

金
へ
の
補
助
を
先
の
定
例
会
で

要
望
し
た
が
、
予
算
措
置
を
講

じ
る
予
定
は
あ
る
の
か
。

　

答
（
町
長
）

　

ハ
ー
ベ
ス
タ
の
負
担
軽
減
措

置
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
度

実
施
に
向
け
て
前
向
き
に
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

問　

　

サ
ト
ウ
キ
ビ
に
猪
の
被
害
が

出
て
い
る
が
、
担
当
課
は
把
握

し
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
対
策

を
講
じ
て
い
る
の
か
。

　

答
（
産
業
振
興
課
長
）

　

対
策
に
つ
い
て
は
サ
ト
ウ
キ

ビ
振
興
会
を
通
じ
て
、
侵
入
防

止
用
の
網
の
助
成
を
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
活
用
し
て
く
だ
さ

い
。

　

問　

　

町
道
屋
入
～
赤
尾
木
線
の
全

線
整
備
に
つ
い
て
。

　

答
（
町
長
）

　

現
在
、
29
年
度
か
ら
社
会
資

本
整
備
交
付
金
新
規
事
業
と
し

て
、
予
算
要
求
作
業
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
測
量
設
計

に
入
る
前
ま
で
に
、
集
落
の
皆

さ
ん
の
意
向
を
十
分
伺
い
な
が

ら
、地
域
の
合
意
形
成
を
図
り
、

早
期
整
備
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

　

問　

　

屋
入
・
赤
尾
木
線
の
枯
松

が
、
い
つ
倒
れ
て
も
お
か
し
く

な
い
場
所
が
多
く
見
受
け
ら
れ

る
が
、
早
急
な
対
策
を
講
じ
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

答
（
町
長
）

　

平
成
26
年
度
か
ら
順
次
、
除

去
作
業
を
行
っ
て
は
い
ま
す

が
、
枯
損
率
が
高
く
対
応
に
追

わ
れ
て
い
る
の
が
現
実
で
、
倒

木
の
危
険
が
迫
る
前
に
対
策
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

は
認
識
し
て
お
り
ま
す
。　
　

　

未
然
防
止
す
る
た
め
に
も
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
交
通
に
支
障
を
来
す
こ
と

が
な
い
よ
う
対
処
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

問　

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
西
郷

ど
ん
」
の
ロ
ケ
誘
致
が
和
泊

町
、
天
城
町
に
お
い
て
行
わ
れ

て
い
る
が
、
本
町
の
取
り
組
み

伊集院 巖 議員

と
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
集
客
に
つ

い
て
。

　

答
（
町
長
）

　

本
町
で
は
、12
月
２
日
に「
西

郷
ど
ん
」
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
実

行
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
大
河

ド
ラ
マ
を
契
機
に
、
龍
郷
の
西

郷
を
全
国
に
発
信
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
今
後
、
Ｐ
Ｒ
活
動
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
年
末
ま
で
に
、
大
河
ド

ラ
マ
決
定
の
懸
垂
幕
を
設
置
す

る
予
定
で
、
記
念
グ
ッ
ズ
の
作

成
や
鹿
児
島
県
な
ど
と
連
携
し

た
関
連
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
と

協
力
、
ま
た
、
講
演
会
等
の
開

催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

議
員
発
言

　

龍
郷
町
の
宣
伝
活
動
を
も
っ

と
積
極
的
、
タ
イ
ム
リ
ー
に

行
っ
て
観
光
振
興
に
繋
げ
て
い

た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
龍
音
祭

等
の
集
客
に
つ
い
て
も
、
な
る

べ
く
多
く
の
町
民
が
文
化
芸
能

に
接
す
る
機
会
を
与
え
、
心
豊

か
な
龍
郷
町
に
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

農
政
に
つ
い
て

本
町
の
観
光
Ｐ
Ｒ
活
動
及
び

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

町
道
の
整
備
に
つ
い
て

収穫されるサトウキビ
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問　

　

条
例
の
制
定
や
対
策
計
画
策

定
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
必

要
性
を
ど
う
感
じ
て
い
る
か
。

　

答
（
町
長
）

　

国
は
平
成
27
年
５
月
に
「
空

き
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る

特
別
措
置
法
」
を
完
全
施
行
し

て
お
り
ま
す
。
本
町
で
は
計
画

策
定
等
に
向
け
て
情
報
を
収
集

し
て
い
る
段
階
で
あ
り
ま
す
。

今
後
、
空
き
家
等
の
適
正
管
理

や
活
用
の
促
進
等
の
総
合
的
な

観
点
か
ら
空
き
家
対
策
を
推
進

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

問　

　

今
年
度
落
札
率
の
状
況
は
。

　

答
（
町
長
）

　

11
月
末
日
ま
で
の
町
発
注
工

事
件
数
は
56
件
、
平
均
落
札
率

は
９
５
．
２
８
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

問　

　
「
広
報
た
つ
ご
う
」
で
入
札

を
公
表
し
な
い
の
か
。

　

答
（
町
長
）

　

平
成
27
年
度
よ
り
建
設
工
事

の
電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
が
導
入

さ
れ
、
入
札
結
果
サ
ー
ビ
ス
も

利
用
可
能
と
な
っ
た
た
め
、
現

在
は
広
報
誌
で
の
公
表
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。

　

問　

　

児
童
・
生
徒
数
な
ど
教
育
環

境
に
大
き
な
差
が
あ
る
現
状
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

答
（
教
育
長
）

　

中
学
校
に
お
い
て
生
徒
の
自

主
的
・
自
発
的
な
参
加
に
よ
り

行
わ
れ
る
部
活
動
に
つ
い
て

は
、
生
徒
数
の
関
係
で
選
択
肢

が
限
ら
れ
た
り
、
選
択
肢
が
無

い
学
校
も
あ
り
ま
す
が
、
合
同

チ
ー
ム
の
編
成
な
ど
、
で
き
る

範
囲
の
中
で
生
徒
が
参
加
で
き

る
よ
う
に
取
り
組
み
、
教
育
環

境
に
大
き
な
差
が
生
じ
な
い
よ

う
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

問　

　

協
議
会
等
を
設
置
し
、
真
に

子
ど
も
の
側
に
立
っ
た
現
実
的

議
論
を
開
始
す
べ
き
で
は
。

　

答
（
教
育
長
）

　

で
き
る
だ
け
統
廃
合
を
せ
ず

に
小
規
模
校
の
存
続
を
と
考
え

て
い
る
現
状
で
は
、
協
議
会
の

設
置
等
に
つ
い
て
は
考
え
て
お

り
ま
せ
ん
。
今
後
、
保
護
者
や

地
域
住
民
か
ら
の
強
い
要
望
等

が
あ
れ
ば
、
検
討
す
る
必
要
は

あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

問　

　

進
捗
状
況
は
。

　

答
（
町
長
）

　

秋
名
・
幾
里
・
嘉
渡
・
円
・

安
木
屋
場
で
合
計
１
３
４
頭
を

不
妊
・
避
妊
手
術
済
で
す
。

　

問　

　

飼
い
猫
の
条
例
改
正
の
必
要

性
は
。

　

答
（
町
長
）

　

来
年
３
月
議
会
に
お
い
て
飼

い
主
の
責
任
を
よ
り
明
確
に
し

た
内
容
で
改
正
す
る
予
定
で

す
。

　

問　

　

収
支
改
善
見
込
み
、
ま
た
は

改
善
策
は
。

　

答
（
町
長
）

　

の
ぼ
り
旗
の
設
置
や
情
報
誌

で
の
広
報
活
動
、
５
千
円
以
上

の
購
入
者
に
対
す
る
送
料
無
料

を
実
施
し
ま
す
。

圓山 和昭 議員

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

競
争
入
札
に
つ
い
て

野
ネ
コ
、
野
良
猫

Ｔ
Ｎ
Ｒ
事
業
に
つ
い
て

島
育
ち
産
業
館
に
つ
い
て

学
校
問
題
に
つ
い
て

                                      

次の定例会は３月中旬を予定しています。

あなたも議会を傍聴してみませんか？

場所：龍郷町役場２Ｆ

当日は受付用紙に住所氏名を記入するだけです。
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種
お
ろ
し
の
二
日
目
、
八
月
踊
り

に
疲
れ
て
、
庭
石
に
腰
か
け
て
休
ん

で
い
た
。
ふ
と
、隣
か
ら
「
今
、踊
っ

て
い
る
の
が
、
さ
ん
だ
ま
け
ま
け
。

踊
り
は
百
曲
あ
る
け
ど
、
全
部
歌
え

る
よ
」
と
い
う
老
女
の
か
す
れ
た
声

が
聞
こ
え
て
き
た
。
私
に
話
し
か
け

た
の
か
、
そ
れ
と
も
独
り
言
だ
っ
た

の
か
、
確
か
め
る
つ
も
り
で
「
踊
り

の
歌
っ
て
、
そ
ん
な
に
あ
る
ん
で
す

か
」
と
聞
き
返
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
老
女
は
さ
っ
き
と
同
じ
言
葉
を
繰

り
返
し
た
だ
け
だ
っ
た
。
顔
な
じ
み

が
目
く
ば
せ
を
し
た
。
認
知
症
ら
し

い
。

　

三
年
前
に
初
め
て
龍
郷
町
に
赴
任

し
た
。
浦
の
橋
立
沿
い
の
家
に
着
い

て
、
長
女
が
開
口
一
番
、「
わ
あ
、真
っ

青
な
海
。
早
く
泳
ぎ
た
い
な
あ
」
と

興
奮
し
た
声
で
叫
ん
だ
。
私
も
つ
い

嬉
し
く
な
っ
て
「
そ
ん
な
に
あ
せ
ら

な
く
て
も
、
こ
れ
か
ら
毎
日
泳
げ
る

ん
だ
よ
」
と
返
し
た
ら
、「
こ
ん
な

所
で
泳
ぐ
島
ん
ち
ゅ
は
い
な
い
よ
」

と
、
引
っ
越
し
の
手
伝
い
に
来
て
く

れ
た
男
性
が
冷
や
や
か
に
言
っ
た
。

し
ば
ら
く
生
活
す
る
う
ち
に
、
そ
の

男
性
の
言
葉
が
正
し
か
っ
た
こ
と
は

理
解
で
き
た
の
だ
が
、
初
め
て
島
の

海
を
見
た
時
は
、
以
前
住
ん
で
い
た

町
の
海
よ
り
何
十
倍
も
青
く
透
明
に

感
じ
た
の
で
あ
る
。

　

あ
れ
か
ら
三
年
、
真
っ
青
な
海
や

緑
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
が
鮮
や
か
な

山
々
に
囲
ま
れ
た
生
活
が
日
常
に

な
っ
て
い
っ
た
。
何
よ
り
集
落
の

人
々
が
、
家
族
全
部
を
受
け
入
れ
て

く
れ
た
。
生
活
館
で
の
集
落
行
事
や

ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
で
も
必
ず
声
を
か

け
て
も
ら
っ
た
。
お
か
げ
で
、
家
族

全
員
が
、
島
の
生
活
に
ど
っ
ぷ
り
と

浸
か
る
幸
せ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

た
。

　

時
々
、
友
人
た
ち
か
ら
、
島
は
自

　龍郷町は昨夏、「第３回たつごうエッセイコンテスト」を企画しました。「心のふるさと」

をテーマに全国から力作を募集し、２月１２日には「龍郷町民フェア」で表彰式もありま

した。このページでは、一般の部と学生の部の最優秀賞に輝いた２作品を紹介します。

（敬称略、年齢は受付時）

　
　
浦
の
種
お
ろ
し

大
島
郡
伊
仙
町　

田
中 

浩
（54）

然
い
っ
ぱ
い
で
ス
ト
レ
ス
も
な
い
だ

ろ
う
、
と
言
わ
れ
る
が
、
私
の
本
心

は
、
自
然
よ
り
も
何
よ
り
も
島
に
住

む
人
々
の
温
も
り
に
触
れ
た
ら
、

そ
っ
ち
に
帰
り
た
く
な
く
な
る
よ
、

な
の
で
あ
る
。

　

あ
の
老
女
は
、そ
の
後
、亡
く
な
っ

た
。
八
月
踊
り
の
喧
騒
の
中
で
聞
い

た
老
女
の
か
す
れ
声
と
踊
り
の
輪
を

照
ら
し
続
け
て
い
た
月
の
光
が
、
島

ん
ち
ゅ
の
情
の
深
さ
と
、
長
い
年
月

を
か
け
て
紡
い
で
き
た
島
の
文
化
を

象
徴
し
て
い
る
よ
う
で
、
そ
の
晩
の

種
お
ろ
し
の
情
景
を
今
も
忘
れ
ず
に

い
る
。

一
般
の
部
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暮
れ
な
ず
む
夕
日
と
三
味
線
の

音
。
私
の
大
好
き
な
時
間
。
そ
し
て
、

心
の
ふ
る
さ
と
。

　

三
味
線
の
音
は
、
祖
父
の
音
。
大

会
で
も
何
度
も
優
勝
し
、
全
国
で
十

位
以
内
に
入
る
ほ
ど
の
う
で
前
だ
。

日
が
暮
れ
る
こ
ろ
、
決
ま
っ
て
海
の

景
色
が
見
え
る
場
所
で
、
三
味
線
を

ひ
く
祖
父
。
そ
の
三
味
線
の
音
に
ひ

か
れ
、
祖
母
、
父
、
母
、
私
た
ち
み

ん
な
が
集
ま
っ
た
。
祖
父
が
三
味
線

を
ひ
き
、
祖
母
が
唄
う
。
そ
れ
に
合

わ
せ
て
、
お
さ
な
い
妹
が
唄
う
。
そ

の
可
愛
い
ら
し
さ
に
、
み
ん
な
笑
っ

た
。
他
愛
も
な
い
話
を
し
て
、ま
た
、

み
ん
な
で
笑
っ
た
。
そ
れ
は
、
一
日

の
中
で
ゆ
い
い
つ
、
家
族
み
ん
な
が

集
ま
り
、話
し
、笑
い
合
う
時
間
だ
っ

た
。

　

家
族
み
ん
な
で
集
ま
る
と
、
と
て

も
落
ち
着
く
。
何
よ
り
も
楽
し
い
。

「
に
ら
い
は
、
大
人
に
な
っ
た
ら
唄

者
に
な
り
ま
い
じ
ゃ
。」
祖
父
の
笑

顔
が
、
今
も
目
に
浮
か
ぶ
。

　

だ
が
、
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。

　

祖
父
が
病
気
に
な
り
、
入
院
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。
そ
れ
か
ら
、

祖
母
は
祖
父
の
こ
と
で
い
っ
ぱ
い
に

な
り
、
家
族
で
の
時
間
は
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
二
月
。
祖

父
は
、
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
今

ま
で
あ
た
り
ま
え
に
そ
ば
に
あ
っ

た
、
祖
父
の
三
味
線
の
音
。
も
う
、

あ
の
音
を
聞
く
こ
と
は
二
度
と
な

い
。
家
族
で
集
ま
る
時
間
も
、
永
遠

に
な
く
な
っ
た
の
だ
。

　

あ
る
日
、
弟
が
、
祖
父
の
写
真
の

前
で
チ
ヂ
ン
を
た
た
き
な
が
ら
唄
っ

て
い
た
。

「
じ
い
が
笑
っ
て
る
が
ね
。」
う
れ
し

そ
う
に
、祖
母
が
笑
っ
た
。
ま
る
で
、

祖
父
が
す
ぐ
そ
ば
に
い
る
よ
う
に
話

す
祖
母
に
、
祖
母
の
心
の
中
で
祖
父

は
生
き
て
い
る
の
だ
と
思
っ
た
。

私
の
大
好
き
な
時
間

龍
郷
町
秋
名　

隈
元  

莉
々
亜

（11）

　

祖
父
は
、
み
ん
な
の
心
の
中
で
生

き
て
い
る
。
た
と
え
、
そ
の
姿
は
見

え
な
く
て
も
、
祖
父
の
三
味
線
の
音

が
、
私
に
は
聞
こ
え
る
。
家
族
で
集

ま
る
時
間
は
、
な
く
な
っ
た
わ
け
で

は
な
か
っ
た
。
私
の
心
の
ふ
る
さ
と

は
、
祖
父
が
い
て
、
祖
母
が
い
て
、

家
族
み
ん
な
で
話
し
、
笑
い
合
う
、

私
の
大
好
き
な
時
間
。
ず
っ
と
ず
っ

と
続
い
て
い
く
…
… 

。

　龍郷町は、入賞された全１８作品を綴った「たつごうエッセイコンテ

スト入賞作品集」を発行し、１冊２００円で販売しています。

　取り扱い窓口は総務企画課となります。

　　  【お問い合わせ先】龍郷町役場　総務企画課

☎０９９７- ６９‐４５１２　　ＦＡＸ０９９７- ６２‐２５３５

メール　koho@town.tatsugo.lg.jp 

「たつごうエッセイコンテスト作品集」販売中

学
生
の
部
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ご注意ください！！

手続きをしない限り課税され続けます
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の
で
、
一
般
の
方
が
イ
ザ
リ
漁
を
行
う

場
合
は
、
事
前
に
地
元
漁
協
に
ご
確
認

の
う
え
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
　

奄
美
海
上
保
安
部　

交
通
課

☎
０
９
９
７-

53-

５
５
６
９

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
に
つ
い
て

　

龍
郷
町
地
域
情
報
通
信
施
設
（
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
）
の
利
用
申
し
込
み
に
つ

い
て
、
今
年
２
月
に
受
け
付
け
、
３
月

ま
で
に
工
事
が
終
了
す
る
も
の
以
降
に

つ
い
て
は
、
工
事
費
用
が
全
額
申
込
者

実
費
負
担
と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

龍
郷
町
役
場　

総
務
企
画
課

☎
０
９
９
７
‐
69
‐
４
５
１
２

第
４
次
龍
郷
町
行
政
改
革
大
綱
（
案
）

等
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

　

こ
の
た
び
第
４
次
龍
郷
町
行
政
改
革

大
綱
案
及
び
実
施
計
画
案
（
平
成
29
年

度
～
33
年
度
）
を
取
り
ま
と
め
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
広
く
町
民
の
皆
さ
ん
か

ら
ご
意
見
を
お
伺
い
す
る
た
め
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

イ
ザ
リ
漁
で
の
事
故
に
注
意
！

　

奄
美
海
上
保
安
部
か
ら
の
お
願
い
で

す
。
冬
場
の
大
潮
の
日
は
夜
中
に
潮
が

引
く
た
め
、
奄
美
群
島
で
は
伝
統
的
な

「
イ
ザ
リ
漁
」
と
呼
ば
れ
る
漁
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

イ
ザ
リ
漁
で
は
、
暗
い
中
リ
ー
フ
を

歩
い
て
漁
を
行
う
こ
と
か
ら
、
転
倒
や

深
み
に
は
ま
っ
た
り
す
る
危
険
性
が
あ

り
ま
す
。
過
去
５
年
間
で
リ
ー
フ
内
の

貝
採
り
な
ど
に
伴
う
人
身
事
故
が
７
件

発
生
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
５
件
は
死

亡
事
故
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
】

１　

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
常
時
着
用

２　

イ
ザ
リ
に
適
し
た
服
装
（
ウ
ェ
ッ

ト
ス
ー
ツ
等
）
。

３　

単
独
行
動
を
避
け
て
複
数
で
行
動

す
る
。

４　

地
形
を
十
分
把
握
し
、
潮
位
変
化

に
注
意
す
る
。

５　

携
帯
電
話
（
防
水
パ
ッ
ク
入
り
）

を
携
行
し
て
連
絡
手
段
を
確
保
す
る
。

※
漁
業
権
に
基
づ
き
採
捕
を
禁
じ
ら
れ

て
い
る
魚
介
類
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

法
令
で
採
捕
禁
止
期
間
等
も
あ
り
ま
す

▽
意
見
募
集
期
間

平
成
29
年
２
月
17
日
（
金
）
～

３
月
17
日
（
金
）

　

※
必
着
（
消
印
有
効
）

▽
公
表
資
料

第
４
次
龍
郷
町
行
政
改
革
大
綱(

案)

　

龍
郷
町
行
政
改
革
実
施
計
画(

案)

▽
閲
覧
場
所

　

龍
郷
町
役
場
（
総
務
企
画
課
）
及
び

龍
郷
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▽
意
見
を
提
出
で
き
る
方

　

・
町
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
、

町
内
に
事
務
所
又
は
事
業
所
を
有
す
る

方
（
団
体
を
含
む
）

　

・
こ
の
案
件
に
利
害
関
係
を
有
す
る

方▽
意
見
提
出
方
法

　

 

・
住
所
（
所
在
地
）、
氏
名
（
名
称
）

を
明
記
の
う
え
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
「
総
務
企
画
課
」

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
直
接
提
出

は
役
場
業
務
時
間
内
必
着
）

　

・
様
式
は
自
由
。
匿
名
及
び
電
話
に

よ
る
意
見
提
出
は
不
可
。

　

・
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
場
合
は
、
「
総
務

企
画
課
宛
」
と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

・
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
タ
イ
ト
ル
を

　

　

お

知

ら

せ

案

内

板

 

　

　

「
第
４
次
龍
郷
町
行
政
改
革
（
案
）
に
対

す
る
意
見
」
と
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
留
意
事
項

　

・
住
所
、
氏
名
等
必
要
事
項
の
記
載
の

な
い
も
の
は
無
効
と
し
ま
す
。

　

・
ご
意
見
等
に
対
す
る
個
別
の
回
答
は

い
た
し
ま
せ
ん
が
、
ご
意
見
等
は
十
分
に

検
討
し
、
大
綱
及
び
実
施
計
画
の
策
定
の

参
考
と
い
た
し
ま
す
。

▽
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
８
９
４-

０
１
９
２

　

龍
郷
町
浦
１
１
０
番
地

　

龍
郷
町
役
場　

総
務
企
画
課

　

☎
０
９
９
７-

62-

３
１
１
１

（
内
線
１
１
８
）

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
９
９
７-

62-

２
５
３
５

　

電
子
メ
ー
ル

s
o
u

m
u

k
ik

a
k
u

@
to

w
n

.ta
ts

u
g
o
.

lg
.jp
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・
新
納
勝
廣
さ
ん
（
故
當
田
國
義
さ
ん
）

浦
老
人
ク
ラ
ブ

【
社
会
福
祉
協
議
会
】

・
興
髙
久
さ
ん
（
故
興
ス
ミ
コ
さ
ん
）

・
池
﨑
つ
み
枝
さ
ん
（
故
池
﨑
兼
央
さ
ん
）

・
大
山
ア
サ
コ
さ
ん
（
故
大
山
三
千
春
さ
ん
）

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

【
１
月
届
出
】

西　
　

か
ん
な

東
江　

佑ゆう
ご剛

田
畑　

心み
ち
か

千
海

山
田　

昴すば
る瑠

国
分　

陽ひな
た太

　
（
敬
称
略
）

瀬
留

玉
里

瀬
留

川
内

中
勝

保
護
者
名

智
己

雄
一

教
行

良
平

孟
史

ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

【
１
月
届
出
】

山
田　

サ
チ
ヱ

里
島　

正
秀

前
田　

文
造

坂
元　

泉

興　
　

ス
ミ
コ

田
崎　

善
兒

池　
　

泉
尾

池
﨑　

兼
央

當
田　

國
義

内
田　

イ
エ
子

前
多　

松
義

（
93
）

（
84
）

（
95
）

（
60
）

（
103
）

（
86
）

（
88
）

（
73
）

（
95
）

（
81
）

（
92
） 　

　
　
（
敬
称
略
）

浦
（
愛
寿
園
）

赤
尾
木
（
星
の
園
）

手
広

浦浦
（
愛
寿
園
）

浦
（
愛
寿
園
）

芦
徳

芦
徳

浦
（
愛
寿
園
）

浦
（
愛
寿
園
）

幾
里

香 

典 

返 

し 

お 

礼

道
路
ふ
れ
あ
い
標
語
募
集

　

国
土
交
通
省
は
、
毎
年
８
月
の
「
道

路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
に
向
け
て
、
標
語

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
道
路
は
、
生
活

の
向
上
と
経
済
の
発
展
に
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
国
民
共
有
の
財
産
で
す
。 

安
全
に
利
用
し
、
子
孫
に
受
け
継
い
で 

い
き
ま
し
ょ
う
。

▼
応
募
期
間

　

平
成
29
年
３
月
31
日
（
当
日
必
着
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

国
土
交
通
省
道
路
局
道
路
交
通
管
理

課
総
務
係

　

☎
03
‐
５
２
５
３
‐
８
１
１
１

（
内
線
）
３
７
４
２
３

　

メ
ー
ルfu

re
a
ig

e
k
k
a
n

-
h

2
x
5

@

m
lit.g

o
.jp

高
校
生
バ
ス
通
学
費
助
成

　

高
校
生
バ
ス
通
学
費
助
成
制
度
は
、

奄
美
大
島
内
の
高
校
に
バ
ス
通
学
を
す

る
生
徒
の
定
期
券
購
入
費
を
助
成
す
る

も
の
で
す
。
必
要
な
書
類
な
ど
を
持
参

し
て
、
役
場
総
務
企
画
課
で
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。
要
件
を
満
た
す
と
「
通

学
費
補
助
許
可
証
」
を
発
行
し
ま
す
。

▼
助
成
の
要
件

　

生
徒
・
保
護
者
と
も
に
龍
郷
町
に
住

所
が
あ
る
こ
と

　

保
護
者
が
町
税
お
よ
び
各
種
使
用
料

を
す
べ
て
納
め
て
い
る
こ
と

※
許
可
証
交
付
後
で
も
、
滞
納
し
た
場

合
は
助
成
を
停
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

　

新
２
・
３
年
生
は
現
学
年
の
在
学
証
明

書
（
コ
ピ
ー
可
）、
新
１
年
生
は
合
格
証

明
書
（
同
）

　

申
請
者
（
生
徒
も
し
く
は
保
護
者
）

の
印
鑑（
認
印
可
。
シ
ャ
チ
ハ
タ
印
不
可
）

▼
申
請
期
間 　

３
月
１
日
～
３
月
31
日

※
新
２
・
３
年
生
は
３
月
購
入
分
か
ら
新

年
度
許
可
証
を
使
用
で
き
ま
す
。

▼
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

龍
郷
町
役
場　

総
務
企
画
課

☎
０
９
９
７-

69
‐
４
５
１
２

３
月
ど
ぅ
く
さ
会

　

高
齢
者
の
健
康
増
進
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
当
日
の
時
間
は
放
送
等
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

時
間
…
午
後
２
時

場
所
…
各
集
落
公
民
館
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電
話

：
0997-62-3111　

Ｆ
Ａ

Ｘ
：

0997-62-2535
発

行
/

龍
郷

町
役

場
　

編
集

/
総

務
企

画
課

 

〒
894-0192　

鹿
児

島
県

大
島

郡
龍

郷
町

浦
110

番
地

【
Ｕ

Ｒ
Ｌ

】
http://w

w
w

.tow
n.tatsugo.lg.jp

【
E-M

ail】
info@

tow
n.tatsugo.lg.jp

2
February

2017

  おさ  ゆうじん  　　 　 

Ｈ 28. 2. 26　生

父 淳也 / 母 やよい 大勝

長 結稔 くん

  くりやま  ことり　　　　　　

Ｈ 28. 2. 22　生

父 祐平 / 母 沙織 芦徳

栗山 琴梨 ちゃん
かわぐち あかね  　　　　 

Ｈ 28. 2. 23　生

父 博史 / 母 登紀子 赤尾木

川口 茜 ちゃん

やまだ　  みな 　　　　　

Ｈ 28. 2. 16　生

父 大輔 / 母 紗幸 下戸口

山田 実奈 ちゃん

満一歳になりました。
この子たちに誇れる町をみんなでつくりましょう。

日 行　事　名　等 時　　間 場　　所

  2（木） 1 歳 6 カ月児健診 13：00
どぅくさぁや館

  3（金）
 保健センター開放（乳幼児対象） 10：00
 でぃでぃクラブ 13：30

  7（火） じゃがいも会 13：30 赤尾木地区

10（金）
 かめのこクラブ 10：00

どぅくさぁや館
 でぃでぃクラブ 13：30

12（日） 公民館講座合同閉講式 13：00 りゅうゆう館
15（水） たつごう在宅家族の会 13：30 肥後医院

17（金）
 かめのこクラブ 10：00

どぅくさぁや館
 でぃでぃクラブ 13：30

21（火） じゃがいも会 13：30 赤尾木地区

22（水）
 母子歯科相談 13：30

どぅくさぁや館
 お腹すっきり運動教室 19：30

24（金）
 保健センター開放（乳幼児対象） 10：00
 でぃでぃクラブ 13：30

31（金） でぃでぃクラブ 13：30

３
　
月

　
行

　
事

　
予

　
定

　
表

※行事は変更になる場合があります。あらかじめご確認ください。


